
2023 年度 関東支部運営委員会（第 4 回） 議事録案 

 
日 時 ： 2 0 2 4 年 2 月 2 2 日 （ 木 ） 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0 会 場 ： J G S 会 館 + Z O O M

支 部 長 東畑  郁生 ○ 副支部長 西 川  昌 宏 ◎
副支部長 
発表会 G リーダー 峯 岸  邦 夫 ×

副 支 部 長 浅香  美治 ○ 副支部長 栃 本  泰 浩 ○ 支部監事 海 野  寿 康 ×

支 部 監 事 福 原  誠 ◎ 幹 事 長 桑 野  玲 子 ○ 副幹事長 立 石   亮 ○

副 幹 事 長 金田  一広 ○ 
山梨県Ｇ

後 藤  聡 ×
茨城県Ｇ 

松 島  亘 志 ◎リーダー幹事 リーダー幹事 
栃 木 県 Ｇ 

西村  友良 ◎ 
群馬県Ｇ

森   友 宏 ◎
神奈川県Ｇ 

早 野  公 敏 ×リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
千 葉 県 Ｇ 

若月  洋朗 × 
埼玉県Ｇ

内 村  太 郎 ×
研究委員会Ｇ 

王 寺  秀 介 ○リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
会 員 SＧ 

山口  恵美 × 
会員 SＧ

小 林  優 起 ○ 本部連絡幹事 山 田  祐 樹 ◎リーダー幹事 リーダー幹事
栃 木 県 Ｇ 
代 理 

清木  隆文 ◎ 事 務 局 青木 美智子 ○    

○：出席（JGS）予定，◎：出席（ZOOM）予定，×：欠席予定，△：遅刻予定，空欄：未定 

 

１.前回議事録等の確認 

・2023 年度第 3 回運営委員会議事録（12/22） 【別紙－ 1】

・2023 年度第 4 回企画総務グループ幹事会議事録（2/13） 【別紙－ 2】

 →桑野幹事長より説明があった。修正等あれば連絡いただくこととした。 

 

２.最近のスケジュール 

・2023 年度第 2 回商議委員会：2024 年 3 月 1 日（木）～3 月 8 日（金）書面会議（E-投票） 

（2023 年度事業報告・2024 年度事業計画・予算・名簿案 他） 

                                        【別紙－ 3】

→桑野幹事長より説明があった。 

 会員サービスグループ、栃木県グループ、茨城県グループ、群馬県グループおよび研究委員会グル

ープから 2023 年の活動報告があった。その他のグループは報告された内容の確認を行った。来年

度は関東支部 20 周年なので、冠を付けて行事を行っていただきたい。 

活動できていない県グループを支援することも考えている。茨城県グループでも以前行っていた 

研究所巡りなどの企画も考えてみたいとの発言があった。 

・2023 年度第 3 回商議員会  ：2024 年 4 月 10 日（水）～17 日（水）予定 書面会議（E-投票） 

（2023 年度決算報告） 

・令和 6 年度関東支部通常総会：2024 年 4 月 24 日（水）15：00-16：00  JGS 会館 【別紙－ 4】

・特別講演会：2024 年 4 月 24 日（水）16：30-17：30  JGS 会館地階大会議室・ZOOM ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

       講師：吉田信博氏（国土交通省大臣官房参事官・宅地・盛土防災担当） 【別紙－ 5】

→桑野幹事長より説明があった。特別講演会はハイブリッドを想定している。総会に対面で出席され

た方は対面で参加する形式とする。支部表彰については JGS 会館で表彰式を行い、ご欠席の方には

郵送する。 

・第 21 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2024：2024 年 11 月 22 日（金）開催予定 

 会場・国立オリンピック記念青少年総合センター 

 



３.本部・他支部に関する連絡・報告・検討依頼事項 

報告   

(1) 1/11〆切：令和 5 年度名誉会員推挙候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 6】

 →桑野幹事長より説明があった。防衛大学誉教授 山口晴幸先生を推薦。  

(2) 1/11〆切：令和 5 年度功労章受章候補者の推薦依頼（提出済） 【別紙－ 7】

 →桑野幹事長より説明があった。港湾空港技術研究所 森川嘉之様と宇都宮大学 清木隆文先生

を推薦。 

(3) 1/17〆切：令和 5 年度予算執行見込み案作成のお願い（提出済） 【別紙－ 8】

 →青木事務局から説明があった。収益の部では、本部からの活動費 1290 万円と気候変動地盤災

 害リスク委員会が獲得した鹿島財団助成金 38 万円の入金予定とし、合計が 1590 万円、支出 

 は 1620 万円で、赤字額は当初予算の 48 万円から約 35 万円前後の赤字の決算見込予定。 

(4) 1/22〆切：令和 5 年度支部「事業計画案」提出についてのお願い（提出済） 【別紙－ 9】

 →桑野幹事長より説明があった。収益を上げるようなシンポジウムなどを企画していただきたい

との話があった。 

(5) 1/18 開催「本部支部臨時懇談会」への支部役員ご参加のお願い  

 →桑野幹事長より説明があった。山田本部支部連絡幹事より本部のキャッシュが足りないこと、

支部で保有財産を増やさないようにしていただきたいということ、本部のキャッシュが不足して

いる時期には、支部より現金を一時的に借りる可能性もあるとのお話があった。 

(6) 令和 5 年度永年にわたる正会員への感謝状贈呈について（2 月末本部から依頼予定） 【別紙－10】

(7) 令和 5 年度特別会員表彰について（2 月末本部から依頼予定）   〃 

 →桑野幹事長より説明があった。2024 年 4 月 24 日の支部総会にて、対面での表彰式を行う予定

 である。 

(8) R4 年度消費税及び地方消費税の更正等による消費税支部負担金再振替のご連絡 【別紙－11】

 →青木事務局から説明があった。消費税の納付金額が多かったため、更生手続きを行い、関東支

 部は 3 万円が戻るとの連絡があった。山田本部支部連絡幹事からも説明があった。 

(9) 訃報 名誉会員、元関西支部副支部長  福田 護 様(88 歳)  

検討   

(10) 3/18〆切：「地盤工学会誌」2024 度読者モニター推薦のお願い 【別紙－12】

 →青木事務局より説明があった。関東支部の定員が 15 名のため、定員に達しない場合は役員の

皆様にお願いする可能性があるので対応をお願いしたい。 

(11) 「地盤工学会誌」支部編集委員について（2 月末本部から依頼予定） 

 ⇒企画総務 G 幹事：崔先生（横浜国立大学）内諾 

 

 →青木事務局より説明があった。  

(12) 4/5 締切：令和 5 年度支部「事業報告案・決算報告関連書類」提出についてのお願い 【別紙－13】

 →青木事務局より説明があった。例年通りの対応をお願いしたい。  

 

４．支部からの周知・連絡・検討事項 

報告   

(1) 2024 年度関東支部名簿案…【別紙－ 3】参照  

 →桑野幹事長より説明があった。山梨県の商議員が調整中。  



(2) 2/15 国土交通省関東地方整備局企画部企画課出前講座 

 ⇒能登半島地震の対応のため 7 月に延期 

 

 →桑野幹事長より説明があった。  

(3) 12/19 昭和女子大学付属中学高等学校出前講座 【別紙－14】

 →桑野幹事長より説明があった。  

(4) 12/15 群馬県庁高崎土木事務所からの流動化処理土に関するお問い合わせについて 【別紙－15】

 →桑野幹事長、東畑支部長より説明があった。  

(5) 2/8 長瀞町商工会からの問合せについて 【別紙－16】

 →桑野幹事長より説明があった。  

(6) 2023 年度予算執行状況について（1 月末現在） 【別紙－17】

 →青木事務局より説明があった。委員会、行事についてはコロナ以前に戻りつつあるが、収益につな

がる行事が少なかったため、収益が伸び悩んだ。状況に応じて、オンライン、対面と使い分けて 

会議、行事を行ったため、交通費、会議室代などの支出を抑える事ができた。 

検討   

(7) 共催依頼：5/15・5/22 第 3 回技術者講座「 近の防災・減災技術」（一財）土木研 

究センター・（一社）地域国土強靭化研究 

 

【別紙－18】

 →桑野幹事長より説明があった。承認された。  

(8) 社会的に注目される事変（地盤災害時等）の地盤工学専門家のコメントサイトの開 

設について 

 

【別紙－19】

 →東畑支部長より説明があった。総務部会に説明して了解いただいた。タイムリーな話題で 400 字以

内で関東支部の HP に発表する。本名を出していただき、責任を取っていただき、関東支部の公式

見解ではないということを明記するなどしてお願いしたい。投稿していただくリストを作成するこ

とを考えたい。できればリタイアした方がよいのでは。関東支部のメーリングリストや HP で案内

を送るなど対応をする。 

(9) JGS 会館の Web 会議システムについて 【別紙－20】

 →立石副幹事長より説明があった。提案されたシステムに PC とロッカーを付けたシステムを本部で

導入していただきたいと総務部会に諮っていただく方向にする。 

(10) 関東支部 20 周年行事について  

 →桑野幹事長より説明があった。各グループ、20 周年としての行事開催をお願いした。 

 

５．メール審議決定事項 

(1) 1/9 ・共催依頼：1/24（一社）地域国土強靭化研究所「気候変動適応策に関する調査業務成果報告会」

 →桑野幹事長より説明があった。 

 

６．開催結果，進捗状況の報告（前回運営委員会以降，開催分を記載） 

(1) 12/15 特別講演会「地盤工学の無限の可能性について」【開催済】参加者人数 132 名（内オンラ

   イン 98 名） 

(2) 1/24 共催行事：（一社）地域国土強靭化研究所「気候変動適応策に関する調査業務成果報告会」

   【開催済】参加者人数 16 名 

(3) 1/24 共催行事：千葉県グループ「令和５年度 千葉県建設技術協会講習会」【開催済】参加者人



   数 53 名 

(4) 1/22～2/22 後援行事：埼玉県都市整備部 都市計画課「被災宅地危険度判定士養成講習会」動画

      配信 

 →(1)から(4)について桑野幹事長より説明があった。 

  

 

７．グループ別の実施計画・進捗状況・その他報告事項…【別紙－ 3】参照 

(1) 会員サービスグループ 【別紙－】

(2) 茨城県グループ 【別紙－】

(3) 栃木県グループ 【別紙－】

(4) 群馬県グループ 【別紙－】

(5) 山梨県グループ 【別紙－】

(6) 千葉県グループ 【別紙－】

(7) 埼玉県グループ 【別紙－】

(8) 神奈川県グループ 【別紙－】

(9) 研究委員会グループ 【別紙－21】

 →王寺幹事長から説明があった。来年度の委員会の応募をそろそろ始まる。来年度は１つしか研

究委員会がないので積極的に検討していただきたい。東畑委員長から防衛庁関係の委員会につ

いての提案があった。 

(10) 支部発表会グループ 【別紙－】

 

８.その他 

（1） 退会届  

 ・なし 

（2） 新入会   

 ・株式会社オウギ工設      4 級 

（3） 級変更 

 ・株式会社複合技術研究所    4 級から 3 級へ変更 

 ・東京大学生産技術研究所    4 級から 3 級へ変更 

 ・株式会社テノックス      4 級から 3 級へ変更 

 ・東電設計株式会社        4 級から 3 級へ変更 

 ・川崎地質株式会社        3 級から特級へ変更 

（4）次回打合せ：2024 年  月  日（ ）（2023 年度は 7 月 18 日の開催） 

   →東畑支部長より、新入会、級変更いただいた法人各社に満足いただけるような会員サービスを 

    今後も提供していく旨の説明があった。 

 


